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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では「スワヒリ語圏」におけるスワヒリ語すなわち「超民族語」（民族を超えた共通語）

と諸民族語の相互の影響を明らかにするために，東アフリカにおいてスワヒリ語と各民族語に

関する社会言語学的調査および記述言語学的調査を行なった。スワヒリ語圏には異なるタイプ

の言語接触の状況が存在するが，各地域での調査結果を比較しつつ網羅的に言語状況を捉えた

ことにより，スワヒリ語圏の言語文化的な動態をより正確に記述することができたと思われる。 

 
研究成果の概要（英文）： 

  In this project, we conducted sociolinguistic and descriptive- linguistic field 

work in Tanzania, Kenya and Uganda, in order to research the relationship and 

interaction between Swahili, which is the "trans-ethnic language" and local ethnic 

languages in the Swahili-speaking range. Different types of language contact can be 

observed in the Swahili-speaking range, and language situations differ from community 

to community. Our project, which has gathered and compared data from many different 

language communities in order to grasp the situation comprehensively, contributes 

a more accurate description of the dynamics of the sociolinguistic situation of the 

Swahili-speaking range.  
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１．研究開始当初の背景 

 民族や国家を「越境する言語」すなわち「超

民族語」・「超国家語」は，サハラ以南アフリ

カ地域にもウォロフ語やハウサ語などいく

つか存在するが，なかでもスワヒリ語の勢力

拡大は著しい。スワヒリ語は，本来東海岸地

方の民族語として起源したのであるが，現在

では，ケニア，タンザニア，ウガンダ，コン

ゴ，ルワンダ，ブルンジ，モザンビーク，ザ

ンビア，ソマリア，コモロ諸島，マダガスカ

ルなど 10 ヶ国以上にまたがって使用地域を

確実に拡大している。このような超民族語の

存在は，多民族・多言語状況が常態であるア

フリカ大陸の将来的な言語地図を考察する

上で極めて重要であり，この｢越境｣現象の実

態調査は急務だと言える。「スワヒリ語圏」

である上記の地域における言語状況の調査

研究は，これまでにも少なからず行なわれて

きたが，それらは民族コミュニティや国の単

位でのものが中心であった。したがって，ス

ワヒリ語と諸民族語，標準スワヒリ語と諸方

言，諸民族語間といったスワヒリ語圏に見ら

れる異なるタイプの言語接触の状況をいず

れも個別の現象として分析するにとどまり，

「スワヒリ語圏」という単位での言語状況を

検討するには至っていなかった。また，「ス

ワヒリ語」として一括りにされている言語自

体の多様性・重層性も明らかにはなっていな

かった。そこで，「超民族語スワヒリ語」の

実態と，超民族語が存在する言語圏の言語状

況をより正確に理解するために，「スワヒリ

語圏」を網羅的に捉えた言語状況の調査研究

が必要であると思われた。 
 
２．研究の目的 

 本研究の目的は，多様な社会言語学的環境

が考えられるスワヒリ語圏の各対象地域に

おける社会言語学的調査および記述言語学

的調査（スワヒリ語諸方言と民族語）をとお

して，以下のことを明らかにすることである。 

(1) スワヒリ語が周辺言語に与える言語的 

  および社会学的影響 

(2) 周辺言語がスワヒリ語に与える言語的 

  および社会学的影響 

(3) 超民族語としてのスワヒリ語の実態 

(4) 一言語としてのスワヒリ語の重層性 

さらに本研究は，スワヒリ語と周辺言語社会

を言語文化の重層構造の中に位置づけ，教育

や国民統合などの現代的な課題を，複雑な言

語社会の特殊性との関連で解き明かすこと

を長期的な目標としている。 

 

３．研究の方法 

(1)先行研究の整理 

アフリカの言語状況に関する先行研究およ

び関連するテーマの先行研究を整理し，調

査・観察すべき項目を検討する。 

 

(2)現地調査 

各研究分担者と研究協力者は、対象地域にお

いてスワヒリ語の実態観察にとって適当な

調査地点を広く踏査し、該当地において以下

のような現地調査を行なった。 



 ①民族語，スワヒリ語変種の記述調査 

 ②言語態度と言語使用を中心とする各言 

  語社会の社会言語学調査 

②については，都市・農村，男女，世代など

を考慮した。調査項目および調査方法につい

ては，基本的に同じ調査票を用い，必要に応

じてそれぞれの地域・環境に即した独自の調

査を行なった。調査を行なった主な地域は以

下のとおりである。 

タンザニア海岸部（ダルエスサラーム，タン

ガ，バガモヨ，キルワ，リンディ，ムトゥワ

ラ），島嶼部（ザンジバル，ペンバ），内陸部

（ビクトリア湖畔地域，キリマンジャロ山麓

地域，マラウィ湖畔地域），ケニア内陸部（ナ

イロビおよび周辺の都市・集落），海岸部（モ

ンバサ），島嶼部（パテ，ラム），インド洋海

域（オマーン）。 

 

(3)データ分析と検討 

各メンバーが調査で得た成果を持ち寄り，そ

れらの比較検討をし，言語越境現象およびマ

ルティ・リンガリズムと関わる特殊と普遍の

問題を整理する。 

 
 
４．研究成果 

 スワヒリ語圏における社会言語学的状況

の解明を目指すべく，本プロジェクトの各メ

ンバーがそれぞれの調査地において，スワヒ

リ語と民族語の関係，言語態度，言語使用等

の社会言語学的影響の調査を行ない，スワヒ

リ語圏における言語接触およびその結果の

多様性を明らかにした。またそれぞれの地域

の民族語およびスワヒリ語の記述調査から

は，明確な「言語取替え」が起きていないと

言われている地域の言語にも様々な形での

スワヒリ語の影響が見られ，「危機言語」と

みなされている諸言語だけでなく「安泰」と

みなされている民族語の実態も明らかにな

った。 

 国外に目を向けてもアフリカ諸言語の研

究は限られており，国際的な研究協力を進め

ていくことは，長年の課題であった。プロジ

ェクトの最終年度には研究成果をアフリカ

やヨーロッパの学会で積極的に発表し（業績

一覧を参照のこと），本研究の成果発表とと

もに日本のアフリカ言語研究を国外へ紹介

することに努めた。さらに，ロンドン大学主

催のワークショップへの参加，ダルエスサラ

ーム大学（タンザニア地域言語プロジェク

ト）とのワークショップ合同開催などを通し

て，アフリカ・ヨーロッパ諸国のアフリカ言

語研究者たちとの研究交流を深める機会を

持つことができた。これは今後本格的に展開

していく国際的な研究協力の基礎となるも

のである。 
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